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（証券コード 3762）
2018年６月６日

　

株 主 各 位
　

東京都港区三田三丁目11番24号
　

テクマトリックス株式会社
　

代表取締役社長 由 利 孝
　
　

第34期定時株主総会招集ご通知
　
拝啓 平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、当社第34期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席くださいますよ
うご通知申し上げます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面またはインターネット等により議決権を行使すること
ができますので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討いただきまして、2018年６月
21日（木曜日）午後５時30分までに議決権を行使してくださいますようお願い申し上げます。

敬 具
　

記
　

１．日 時 2018年６月22日（金曜日）午後２時（受付開始 午後１時）
２．場 所 東京都港区高輪四丁目10番30号

品川プリンスホテル メインタワー 10階「ムーンストーン10」
３．株主総会の目的事項
報告事項 １．第34期（2017年４月１日から2018年３月31日まで）事業報告及び連結

計算書類並びに会計監査人及び監査等委員会の連結計算書類監査結果報告
の件

２．第34期（2017年４月１日から2018年３月31日まで）計算書類報告の件
決議事項
議 案 取締役（監査等委員である取締役を除く）５名選任の件
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議決権行使についてのご案内
株主様における議決権は、株主の皆様の大切な権利です。｢株主総会参考書類」をご検討のう
え、議決権をご行使くださいますようお願い申し上げます。
議決権の行使には以下の３つの方法がございます。

株主総会ご出席 郵　送 インターネット

同封の議決権行使書用紙を会
場受付にご提出ください。ま
た、本招集通知をご持参くだ
さい。

同封の議決権行使書用紙に賛
否をご表示いただき、行使期
限までに到着するようご返送
ください。

指定の議決権行使ウェブサイト
(https://evote.tr.mufg.jp/)
にアクセスしていただき、行
使期限までに賛否をご入力く
ださい。

株主総会開催日時 行使期限 行使期限

詳細は次ページ以降をご覧ください

◎お願い　当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださ
いますようお願い申し上げます。

本招集通知に添付すべき書類のうち、｢連結計算書類の連結注記表」及び「計算書類
の個別注記表」につきましては、法令及び当社定款第15条の規定に基づき、インタ
ーネット上の当社ホームページ（http://www.techmatrix.co.jp/）に掲載しており
ますので、本招集ご通知の添付書類には記載しておりません。

株主総会参考書類、事業報告、計算書類及び連結計算書類に記載すべき事項を修正す
る必要が生じた場合は、修正後の事項を当社ホームページ
（http://www.techmatrix.co.jp/）に掲載いたしますのでご了承ください。

2018年６月22日(金)
午後２時

2018年６月21日(木)
午後５時30分到着

2018年６月21日(木)
午後５時30分まで

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
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電話　0120-173-027（通話料無料）
（受付時間　９:00～21:00）

（三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部）https://evote.tr.mufg.jp/

ＱＲコード

ヘルプデスク議決権行使サイト

システム等に関するお問い合わせ

議決権電子行使プラットフォームのご利用について（機関投資家の皆様へ）
機関投資家の皆様に関しましては、本総会につき、株式会社ＩＣＪの運営する「議決権電子行使プラットフォーム」から
電磁的方法による議決権行使を行っていただくことも可能です。

議決権行使サイトにアクセスする

1  「次の画面へ」をクリック

行使期限 2018年６月21日（木曜日）
午後５時30分まで

1

(1) インターネットによる議決権行使は、パソコン、ス
マートフォンまたは携帯電話（ｉモード、EZweb、
Yahoo!ケータイ）※から議決権行使サイト（https://
evote.tr.mufg.jp/）にアクセスし、画面の案内に従
ってご行使くださいますようお願い申し上げます。（た
だし、毎日午前２時から午前５時までは取扱いを休止
します。）
※ ｢ｉモード｣ は㈱ＮＴＴドコモ、｢EZweb｣ はKDDI㈱、「Yahoo!」
は米国Yahoo! Inc.の登録商標です。

(2) パソコンまたはスマートフォンによる議決権行使は、イ
ンターネット接続にファイアーウォール等を使用されてい
る場合、アンチウイルスソフトを設定されている場合、
proxyサーバーをご利用の場合、TLS暗号化通信を指
定されていない場合等、株主様のインターネット利用
環境によっては、ご利用できない場合もございます。

(3) 携帯電話による議決権行使は、ｉモード、
EZweb、Yahoo!ケータイのいずれかのサービ
スをご利用ください。また、セキュリティ確保
のため、TLS暗号化通信および携帯電話情報の
送信が不可能な機種には対応しておりません。

インターネットによる議決権行使のご案内について
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●ご注意
(1)  書面とインターネットにより重複して議決権を行使され
た場合は、インターネットによる議決権行使の内容を
有効として取扱わせていただきますのでご了承くださ
い。

(2) インターネットにより複数回にわたり議決権を行使さ
れた場合は、最後に行使された内容を有効とさせてい
ただきます。またパソコン、スマートフォンと携帯電話
で重複して議決権を行使された場合も、最後に行使
された内容を有効とさせていただきます。

(3) 議決権行使サイトへのアクセスに際して発生する
費用（インターネット接続料金・電話料金等）は、
株主様のご負担となります。また、携帯電話を
ご利用の場合は、パケット通信料・その他携帯
電話利用による料金が必要になりますが、これら
の料金も株主様のご負担となります。

ログインする パスワードを登録する

3  「ログイン」
をクリック

5  「送信」
をクリック

2  お手元の議決権行使
書用紙に記載された「ロ
グインID」および「仮パ
スワード」を入力

4  「現在のパスワード」、「新しいパ
スワード」、「新しいパスワード（確
認用）」をそれぞれ入力。新しいパ
スワードはお忘れにならないようご
注意ください。

6  確認画面が
出たら
「確認」をクリック

以降画面の
案内に沿って
賛否をご入力
ください。
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（添 付 書 類）
事 業 報 告

　

第34期 （2017年４月１日から2018年３月31日まで）
　
１．企業集団の現況に関する事項
（1）財産及び損益の状況の推移
① 企業集団の財産及び損益の状況の推移

　

区 分 第31期
2015年３月期

第32期
2016年３月期

第33期
2017年３月期

第34期（当期）
2018年３月期

売 上 高（千円） 18,417,815 20,920,826 21,996,402 23,512,027
経 常 利 益（千円） 1,132,576 1,420,793 1,626,737 2,054,850
親会社株主に帰属
す る 当 期 純 利 益（千円） 584,617 829,586 1,018,521 1,308,234

１株当たり当期純利益 （円） 48.25 41.34 58.64 75.31
総 資 産（千円） 14,227,256 15,718,906 17,280,664 18,626,597
純 資 産（千円） 6,451,105 3,967,424 4,853,508 5,973,368

　

（注）１．１株当たり当期純利益は期中平均株式数により計算しております。
　 ２．当社は、2017年３月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行いましたが、第32期

の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益を算定しております。
　
② 当社の財産及び損益の状況の推移

　

区 分 第31期
2015年３月期

第32期
2016年３月期

第33期
2017年３月期

第34期（当期）
2018年３月期

売 上 高（千円） 13,972,465 16,371,924 17,167,587 18,216,713
経 常 利 益（千円） 960,871 1,178,438 1,296,580 1,508,056
当 期 純 利 益（千円） 497,238 732,809 902,873 992,045
１株当たり当期純利益 （円） 41.04 36.51 51.98 57.11
総 資 産（千円） 13,410,051 14,813,759 15,658,362 16,662,858
純 資 産（千円） 6,732,292 4,169,757 4,939,875 5,718,950

　

（注）１．１株当たり当期純利益は期中平均株式数により計算しております。
　 ２．当社は、2017年３月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行いましたが、第32期

の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益を算定しております。
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（2）事業の経過及びその成果
　2015年５月22日、次の30年に向けた土台固めと方向付け（成長遺伝子の確立）を目的に
中期経営計画「TMX 3.0」を策定いたしました。当期はその最終年度に当たります。「TMX
3.0」では、従来のIT産業の労働集約的な請負型ビジネスからの脱却を標榜し、自らITサービ
スを創造し、提供する「次世代のITサービスクリエーター」、「次世代のITサービスプロバイ
ダー」への変貌を基本方針といたしました。「クラウド関連事業の戦略的・加速度的推進」と
「セキュリティ＆セイフティの追求」の2つの事業戦略を軸に、事業を拡大いたしました。
　また、事業を加速度的に推進するため、事業運営体制の見直しを行いました。第１四半期
連結会計期間に、当社グループの事業セグメント別経営管理体制を強化するため、各事業セ
グメントに含まれる事業を統括する事業部門(情報基盤事業部門及びアプリケーション・サー
ビス事業部門)を新設いたしました。第４四半期連結会計期間では、医療分野において、同事
業を承継する子会社として、株式会社NOBORIを新たに設立し、当社と三井物産株式会社と
の間において株式会社NOBORIが行う第三者割当増資を三井物産株式会社が引き受けること
に関する出資契約、及び株式会社NOBORIの運営等に関する株主間契約を締結いたしました。

　当期の売上高は、過去最高の235億12百万円と前期比15億15百万円（6.9％）の増加、売
上総利益は80億86百万円と前期比５億44百万円（7.2％）の増加となりました。販売費及び
一般管理費は、人件費等の増加のため、61億84百万円と前期比２億85百万円（4.8％）の増
加となり、営業利益は過去最高の19億２百万円と前期比２億59百万円（15.8％）の増加、
経常利益は20億54百万円と前期比４億28百万円（26.3％）の増加となりました。
　また、特別損失として第４四半期連結会計期間において関係会社出資金評価損44百万円及
び投資有価証券評価損28百万円を計上いたしました。
　以上により、税金等調整前当期純利益は19億65百万円と前期比４億16百万円（26.9％）
の増加となりました。親会社株主に帰属する当期純利益は13億８百万円と前期比２億89百万
円（28.4％）の増加となりました。
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14,751
15,839

1,369 1,553

■　

2017年3月期 2018年3月期 2017年3月期 2018年3月期

前期比
7.4％増

前期比
13.5％増

（単位：百万円） ■　営業利益 （単位：百万円）売上高

　セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。
　

情報基盤事業
最先端のネットワークセキュリティ製品やクラ
スターストレージを提供しております。また、
お客様のネットワーク構築のために、設計・構
築・保守に加え、24時間365日の運用監視サー
ビスを提供しております。

　
　コンピュータシステムに侵入し、重要な情報を盗み取っていくサイバー攻撃がますます社
会の脅威になっているいま、高レベルのセキュリティ対策が求められております。官公庁、
地方自治体、文教、民間の各セクターにおいて、セキュリティ関連需要は旺盛であり、ネッ
トワークセキュリティ関連ビジネスは好調でした。クラスターストレージは、放送局及びメ
ディア・エンタテイメント業界向けの売上が好調でした。
　クロス・ヘッド株式会社では、保守、運用・監視サービスの引き合いは堅調でしたが、
SES事業の構造改革に伴い、第１四半期連結会計期間に技術者の一時的な稼働率低下が発生
いたしました。第２四半期連結会計期間以降の稼働率は改善したものの、一部製品販売の不
調も重なり、採算面では計画値を下回りました。
　沖縄クロス・ヘッド株式会社では、セキュリティ関連製品や独自の付加価値サービスの販
売は好調でした。第４四半期連結会計期間において、地方自治体向けの大型案件の受注に成
功し、売上高及び損益面で計画値を上回りました。
　以上により、売上高は過去最高の158億39百万円と前期比10億88百万円（7.4％）の増
加、営業利益は15億53百万円と前期比１億84百万円（13.5％）の増加となりました。
　
　

※SES（システムエンジニアリングサービス）
ソフトウェアやシステムの開発・保守・運用における委託契約の一種であり、特定の業務に対して技術
者の労働を提供する契約。技術者は、客先となるオフィスへ常駐する勤務形態を基本とする。顧客は技
術者の労働に対して対価を支払う。
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7,245 7,672
275

349
■　

2017年3月期 2018年3月期 2017年3月期 2018年3月期

前期比
5.9％増

前期比
27.1％増

（単位：百万円） ■　営業利益 （単位：百万円）売上高

　
　

アプリケーション
・ サ ー ビ ス 事 業
医療・CRM・EC等の分野でクラウド事業を展開
しているほか、IoT時代の組込みソフトウェア品
質保証のためのテストツールの販売等を行って
おります。

　医療分野では、医療情報クラウドサービス「NOBORI」の好調な引合いは継続いたしまし
た。第４四半期連結会計期間で大型案件を受注する等、累積契約施設数の増加に伴い、売上
高及び損益面で計画値を上回りました。合同会社医知悟は、遠隔読影の需要の高まりによ
り、病院だけではなく健診施設等の新規顧客を獲得いたしました。また、病理分野へ事業が
拡大し、契約施設数、読影依頼件数、従量課金金額は順調に増加いたしました。
　CRM分野では、コンタクトセンター向けの業務支援システム「Fastシリーズ」を提供し
ております。大手システム・インテグレーターとの業務提携、クラウド需要の拡大、知名度
の向上と実績の拡大に伴い、堅調な引合いが継続いたしました。一方、第２四半期連結累計
期間までに発生した大型案件の不採算の影響により、損益面では計画値を下回りました。
　ソフトウェア品質保証分野では、自動車のIT化に伴い車載ソフトウェア等を開発する製造
業で組込みソフトウェアの品質向上、機能安全の必要性はますます高まっており、ソフトウ
ェアテストツールの受注は好調に推移し、損益面で計画値を上回りました。大手自動車メー
カ向けのプロジェクトへも参画し、今後、関連業界への横展開が期待されます。
　インターネットサービス分野では、金融機関向けのシステム開発は堅調でした。しかし、
第２四半期連結累計期間に発生した大型案件の一部不採算や受注遅れの発生等により、損益
面では計画値を下回りました。また、新規クラウドサービスの顧客獲得も計画値を下回りま
した。株式会社カサレアルは、教育事業において、新しい教育プログラムの開発、パートナ
ーの発掘等が奏効し、企業向けの新入社員研修や定期開催の技術研修等の受注が増加いたし
ました。
　以上により、同事業の売上高は過去最高の76億72百万円と前期比４億27百万円（5.9％）
の増加、営業利益は３億49百万円と前期比74百万円（27.1％）の増加となりました。
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（3）資金調達の状況
　該当する事項はありません。

　
（4）設備投資等の状況
　当期の設備投資の総額は968百万円であり、セグメントごとの設備投資について示すと、
次のとおりであります。

　
① 情報基盤事業
　当期の主な設備投資は、保守用機材等のネットワーク関連機器を中心とする総額112百万
円の投資を実施いたしました。なお、重要な設備の除却又は売却はありません。

　
② アプリケーション・サービス事業
　当期の主な設備投資は、販売目的ソフトウェアの開発やクラウド関連設備を中心とする総
額688百万円の投資を実施いたしました。なお、重要な設備の除却又は売却はありません。

　
③ その他又は全社共通
　当期の主な設備投資は、社内システムの開発を中心とする総額167百万円の投資を実施い
たしました。なお、重要な設備の除却又は売却はありません。

　
（5）事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況
　該当する事項はありません。

　
（6）他の会社の事業の譲受けの状況
　該当する事項はありません。

　
（7）吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
　該当する事項はありません。
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（8）他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況
① 他の会社の株式の取得又は処分の状況
　該当する事項はありません。

　
② 新株予約権の取得又は処分の状況
　該当する事項はありません。

　
（9）対処すべき課題
① 収益の平準化
　当社グループの収益構造は、顧客企業の予算執行のタイミングや開発システムの工期との
兼ね合いから、第２四半期末（９月末）及び通期決算期末（３月末）に役務の提供の完了及
び売上計上が集中する傾向があります。現在、ストック型ビジネスの推進により、売上高が
特定時期に偏重する季節性は薄れてきておりますが、顧客の決算が集中する３月の売上が他
月と比較して依然多い状況が見られます。キャッシュ・フローを平準化し、また、技術者の
業務集中及び不測の事態等により売上が翌期にずれる、いわゆる期ズレを防ぐためには、受
注を平準化することが課題となります。対策として以下の４点が挙げられます。

ａ．前決算期に受注を確定し、翌決算期に売上が計上されるような案件の受注を増加させ
る。
ｂ．特定顧客との安定的、長期的なビジネスを軸に年間を通してコンスタントに受注して行
く。

ｃ．継続的な保守サービス及びクラウドサービスの受注によりストック型ビジネスの比率を
上げ、安定的な収益の計上を行う。
ｄ．積極的に新しいサービス（従量課金型クラウドサービス等）を立ち上げ、持続性、安定
性のあるビジネスモデルを構築する。

　
② 人材の確保
　当社グループでは、ITサービス産業において一般的な労働集約型ビジネスではない、より
高付加価値なストック型ビジネスの拡大を目指しておりますが、更なる成長に向けては、優
秀な人材の確保・育成は不可欠であります。ITが全産業分野に浸透して行く中、IT人材の獲
得競争は、同業者間のみならず、異業種やベンチャー企業の間でも熾烈さを増しています。
今後、事業を拡大していくためには、人材の確保が生命線となり、優秀な従業員を継続的に
採用していく必要があります。新卒の定期採用においては、潜在能力の高い人材を、また中
途採用においては、即戦力として活用できる経験者を幅広く採用します。
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③ 生産性の向上（コスト削減・品質向上・納期遵守）
　人的リソースの量的拡充だけに頼らず、新規事業の拡大と同時に採算性を向上するために
はPMO(Project Management Office)室を中心に、開発効率の向上（コスト削減）、サー
ビス品質の向上、納期の順守のための努力を継続します。システムの開発にあたってはオフ
シェア開発（開発業務を海外に委託）、ニアショア（開発業務を国内の遠隔地に委託）への
取り組みも推進します。

　
④ 市場環境（ニーズ）の変化への迅速な対応
　オープンソースの普及、クラウド化の流れとともに、ソフトウェア開発の内製化が加速し
ています。ITは技術的専門性の高い企業だけが扱えるという時代は終焉を迎えようとしてい
ます。当社グループの対応としては以下の４点が挙げられます。

ａ．これまで展開してきた特定顧客向け受託開発のための技術リソースを「自社独自サービ
スの開発」、「自社付加価値を高める」方向へと戦略的にシフトします。
ｂ．特定市場、特定業務をターゲットにしたベストプラクティスである自社独自クラウドサ
ービスのビジネス展開を加速します。
ｃ．ビッグデータ解析、BI（Business Intelligence）、AI(人工知能)等を利用し、クラウド
サービスを通じて得られたデータの利活用を検討します。
ｄ．製品販売とサービス展開における即効性のあるシェア拡大策、事業拡大策として、オー
プンイノベーションを意識し、ベンチャー企業を含む外部企業や大学、異業種、同業他社
や当社グループの事業を補完しうる事業者に対する事業提携やM＆Aについて積極的に検
討を進めて行きます。

　
⑤ 海外市場の開拓
　国内情報サービス産業においては、クラウドサービスが普及し、IT投資に分野毎の濃淡が
出始めている中、よりグローバルな視点で事業を拡大する必要があります。成長を続けるア
ジア新興国を中心とした海外市場に対して自社開発の製品やサービスの輸出事業を展開して
行きます。
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（10）重要な親会社及び子会社の状況（2018年３月31日現在）
① 親会社との関係
　該当する事項はありません。

　
② 重要な子会社の状況

　

会社名 資本金
(百万円)

当社の
議決権比率 主要な事業内容

合同会社医知悟 150 95.0％ 医療分野における遠隔診断を支援するIT情報インフラの提供等

クロス・ヘッド
株式会社 395 100.0％ ITシステム基盤のコンサルティング・設計・構築、海外IT製品

の輸入・販売・サポート、ネットワークエンジニア派遣等

沖縄クロス・ヘッド
株式会社 51 100.0％

（100.0％） 沖縄県内IT人材教育・育成、ネットワーク・サーバーの構築等

株式会社カサレアル 50 100.0％ オープンソースソフトウェアによるシステム開発、IT技術者の
教育等

　

（注）１．「当社の議決権比率」欄の（ ）内は、間接所有する議決権の比率を内数で記載しております。
　 ２．当社の連結子会社は上記の重要な子会社４社であります。
　
③ 事業年度末日における特定完全子会社の状況
　該当する事項はありません。

　
（11）主要な事業の内容（2018年３月31日現在）

　当社グループは、当期末現在、連結子会社4社により構成されており、情報基盤事業とアプ
リケーション・サービス事業の２つのセグメントにて事業展開を行っております。当区分は
セグメント情報と一致しております。
　情報基盤事業では、最先端のネットワークセキュリティ製品やクラスターストレージを提
供しております。また、お客様のネットワーク構築のために、設計・構築・保守に加え、24
時間365日の運用監視サービスを提供しております。アプリケーション・サービス事業では、
医療・CRM・EC等の分野でクラウド事業を展開しているほか、IoT時代の組込みソフトウェ
ア品質保証のためのテストツールの販売等を行っております。

宝印刷株式会社 2018年05月23日 17時40分 $FOLDER; 12ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



― 13 ―

（12）主要な営業所等（2018年３月31日現在）
① 当社

名称 所在地 名称 所在地
本社 東京都港区 名古屋営業所 愛知県名古屋市中区
西日本支店 大阪府大阪市北区 札幌営業所 北海道札幌市北区
九州営業所 福岡県福岡市博多区 本社相模原分室 神奈川県相模原市中央区
仙台営業所 宮城県仙台市青葉区

② 子会社
名称 所在地 名称 所在地

合同会社医知悟 本社：東京都港区 沖縄クロス・ヘッド
株式会社 本社：沖縄県那覇市

クロス・ヘッド株式会社 本社：東京都渋谷区 株式会社カサレアル 本社：東京都港区
　
（13）従業員の状況（2018年３月31日現在）

① 企業集団の従業員の状況
　

従業員数 対前期末増減
966名（91名） 52名増（１名増）

　

（注）１．臨時従業員数は（ ）内に外数で表示しております。
　 ２．従業員数には、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グル

ープへの出向者を含む人数を表示しております。
　
② 当社の従業員の状況

　

従業員数 対前期末増減 平均年齢 平均勤続年数
476名（74名） 28名増（９名減） 　37歳４ヶ月 　８年６ヶ月

　

（注）１．臨時従業員数は（ ）内に外数で表示しております。
２．子会社への出向者３名を含んでおります。

　
（14）主要な借入先（2018年３月31日現在）
　

借 入 先 借 入 残 高
株式会社三菱東京UFJ銀行 1,500百万円
株式会社三井住友銀行 600百万円
株式会社沖縄銀行 100百万円
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２．会社の株式に関する事項（2018年３月31日現在）
① 発行可能株式総数 82,944,000株
② 発行済株式の総数 17,371,247株 （自己株式7,387,953株を除く）
③ 株主数 4,533名 （前期末比865名増）
④ 大株主

　

株 主 名 持株数 持株比率

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 3,167,000株 18.23％

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,954,400株 11.25％

BNP PARIBAS SECURITIES SERVICES LUXEMBOURG／JASDEC／FIM／
LUXEMBOURG FUNDS／UCITS ASSETS 750,000株 4.31％

徳山 教助 707,600株 4.07％
テクマトリックス従業員持株会 487,100株 2.80％
GOVERNMENT OF NORWAY 407,800株 2.34％

THE BANK OF NEW YORK MELLON （INTERNATIONAL） LIMITED
131800 328,900株 1.89％

BNY GCM CLIENT ACCOUNT JPRD AC ISG （FE－AC） 276,899株 1.59％
GOLDMAN SACHS INTERNATIONAL 271,194株 1.56％
TIS株式会社 244,400株 1.40％

　

（注）１．当社は、自己株式7,387,953株を保有しておりますが、上記大株主から除いております。また、持
株比率は自己株式を控除して計算しております。

２．三井住友アセットマネジメント株式会社が、2017年11月7日付で公衆の縦覧に供した大量保有報告
書において、2017年10月31日現在で1,034,300株を保有している旨が記載されているものの、当
社として当事業年度末における実質所有株式数の確認ができませんので、上記には含めておりませ
ん。

　 ３．BNYメロン・アセット・マネジメント・ジャパン株式会社が、2018年３月15日付で公衆の縦覧に
供した大量保有報告書において、2018年３月12日現在で2,012,900株を保有している旨が記載さ
れているものの、当社として当事業年度末における実質所有株式数の確認ができませんので、上記
には含めておりません。

　

⑤ その他株式に関する重要な事項
　該当する事項はありません。
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３．会社の新株予約権等に関する事項
（１）当事業年度末日における当社役員が有する新株予約権の状況（2018年３月31日現在）

区分 項目
（発行日）

新株予約
権の個数

目的となる
株式の種類
及び数

行使価額
(１株当た
り)

払込金額
(１株当た
り)

行使期間 保有者
数

常勤取締役
(監査等委員
である取締役
を除く)

2016年６月24日開催
の取締役会決議
第１回新株予約権
(2016年８月１日)

53個 普通株式
10,600株 １円 919.5円

2016年８月２日
～

2046年８月１日
４名

常勤取締役
(監査等委員
である取締役
を除く)

2017年６月23日開催
の取締役会決議
第１回新株予約権
(2017年８月１日)

32個 普通株式
6,400株 １円 1,431円

2017年８月２日
～

2047年８月１日
４名

　
（注）１．新株予約権者は当社の常勤取締役（監査等委員である取締役を除く）の地位を喪失した日の翌日か

ら10日を経過する日までの間に限り新株予約権を一括してのみ行使することができるものとする。
　 ２．権利行使期間の最終日が当社の休日にあたるときは、その前営業日を最終日とする。
　

（２）当事業年度中に当社使用人等に対し交付した新株予約権の状況

区分 項目
（発行日）

新株予約
権の個数

目的となる
株式の種類
及び数

行使価額
(１株当た
り)

払込金額
(１株当た
り)

行使期間 交付者
数

執行役員
(取締役兼任
を除く)

2017年６月23日開催
の取締役会決議
第２回新株予約権
(2017年８月１日)

32個 普通株式
6,400株 １円 1,517円

2017年８月２日
～

2047年８月１日
８名

（注）１．新株予約権者は当社との雇用関係が終了した日の翌日から10日を経過する日までの間に限り新株予
約権を一括してのみ行使することができるものとする。ただし、新株予約権者が、当社の使用人兼
務役員に就任したときは、就任から10日を経過する日までの間に限り新株予約権を一括してのみ行
使することができるものとする。

　 ２．権利行使期間の最終日が当社の休日にあたるときは、その前営業日を最終日とする。
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４．会社役員に関する事項
（1）取締役の氏名等（2018年３月31日現在）
　

地 位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

代表取締役社長
最 高 執 行 役 員 由利 孝 クロス・ヘッド株式会社取締役、合同会社医知悟業務執行社員、

FinancialCAD Corporation, Director

取 締 役
上 席 執 行 役 員 依田 佳久 アプリケーション・サービス事業部門長 兼 医療システム事業

部長、合同会社医知悟CEO

取 締 役
上 席 執 行 役 員 矢井 隆晴 情報基盤事業部門長 兼 ネットワークセキュリティ事業部長、

クロス・ヘッド株式会社代表取締役副社長

取 締 役
執 行 役 員 鈴木 猛司 アプリケーション・サービス副事業部門長 兼 CRMソリューシ

ョン事業部長、株式会社カサレアル取締役

取 締 役 安武 弘晃 カ ー デ ィ ナ ル 合 同 会 社 代 表 社 員、Junify Corporation,
Co-founder and CSO

取締役（常勤監査等委員） 佐々木 英之

取締役（監査等委員） 高山 健 株式会社メタップス社外取締役

取締役（監査等委員） 三浦 亮太 森・濱田松本法律事務所パートナー

取締役（監査等委員） 杉原 章郎 楽天株式会社常務執行役員、楽天ソシオビジネス株式会社代表
取締役社長

　

（注）１．取締役 安武 弘晃、常勤監査等委員 佐々木 英之、監査等委員 高山 健、三浦 亮太及び杉原 章郎
の５氏は、社外取締役であります。

　 ２．取締役 安武 弘晃、常勤監査等委員 佐々木 英之、監査等委員 高山 健及び三浦 亮太の４氏を、株
式会社東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。

３．監査機能の一層の強化をするため、取締役（監査等委員を除く）からの情報収集及び重要な社内会
議における情報共有並びに内部監査部門と監査等委員会との十分な連携を可能とすべく、佐々木 英
之氏を常勤の監査等委員に選定しております。

４．常勤監査等委員 佐々木 英之氏は、2017年６月23日付で就任いたしました。同氏は、企業経営並
びに内部統制に関する知識・経験、また財務及び会計に関する相当程度の知見を有しております。
なお、小川 博章氏は、任期満了により、2017年６月23日付で常勤監査等委員を退任いたしまし
た。

５．監査等委員 高山 健氏は、2013年３月28日まで楽天株式会社の取締役でありました。同氏は、企
業経営に関する知識・経験、また財務及び会計に関する相当程度の知見を有しております。

６．監査等委員 三浦 亮太氏は、弁護士の資格を有しており、企業法務に精通しております。
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７．取締役 安武 弘晃氏は、2016年１月10日まで楽天株式会社の取締役でありました。同氏は、イン
ターネット事業並びにシステム開発分野に関する知識・経験を有しております。

８．取締役 杉原 章郎氏は、インターネット事業、システム開発分野並びに人材採用及び育成の人事分
野に関する知識・経験を有しております。

９．取締役会の一層の活性化を促し、取締役会の意思決定・業務執行の監督機能と業務執行機能を明確
に区分し、経営効率の向上を図るために2004年６月25日付で、執行役員制度を導入しております。

10．取締役を兼務しない執行役員は次のとおりであります。
　

地 位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

執行役員 窪 伸一郎 カスタムメイドソリューション事業部長、株式会社カサレアル
代表取締役社長

執行役員 本田 昌勝 カスタムメイドソリューション副事業部長、株式会社カサレア
ル取締役

執行役員 岩元 利純 CRMソリューション副事業部長

執行役員 森脇 喜生 管理本部長、クロス・ヘッド株式会社監査役

執行役員 高橋 正行 海外事業推進室長

執行役員 深山 隆行 システムエンジニアリング事業部長

執行役員 重藤 章郎 医療システム副事業部長

執行役員 山下 善行 ネットワークセキュリティ副事業部長
　
　 11．2018年４月１日付で次のとおり、取締役及び執行役員の異動がありました。

氏 名
地位及び担当並びに重要な兼職の状況

変更前 変更後

由利 孝
代表取締役社長 最高執行役員
クロス・ヘッド株式会社取締役、合同会
社医知悟業務執行社員、FinancialCAD
Corporation, Director

代表取締役社長 最高執行役員
ク ロ ス ・ ヘ ッ ド 株 式 会 社 取 締 役、
FinancialCAD Corporation, Director

依田 佳久
取締役 上席執行役員
アプリケーション・サービス事業部門長
兼 医療システム事業部長、合同会社医知
悟CEO

取締役 上席執行役員
アプリケーション・サービス事業部門長、
株式会社NOBORI代表取締役社長、合同
会社医知悟CEO 兼 業務執行社員
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氏 名
地位及び担当並びに重要な兼職の状況

変更前 変更後

窪 伸一郎
執行役員
カスタムメイドソリューション事業部長、
株式会社カサレアル代表取締役社長

執行役員
株式会社カサレアル代表取締役社長

岩元 利純 執行役員
CRMソリューション副事業部長

執行役員
新規事業開発室長 兼 CRMソリューショ
ン副事業部長

森脇 喜生
執行役員
管理本部長、クロス・ヘッド株式会社監
査役

執行役員
コーポレート本部長、クロス・ヘッド株
式会社監査役、株式会社NOBORI監査役

高橋 正行 執行役員
海外事業推進室長

執行役員
株式会社NOBORI取締役 管理本部長

重藤 章郎 執行役員
医療システム副事業部長

執行役員
株式会社NOBORI取締役 営業本部長

（2）責任限定契約の内容の概要
　該当する事項はありません。

　
（3）取締役の報酬等の額
　

区 分 支給人員 支給額

取締役（監査等委員を除く）
（うち社外取締役）

5名
（1名）

56,230千円
（5,000千円）

取締役（監査等委員）
（うち社外取締役）

5名
（4名）

27,400千円
（15,000千円）

合 計 10名 83,630千円
　

（注）１．取締役（監査等委員を除く）の報酬限度額は、2015年６月19日開催の定時株主総会において年額
65百万円以内と決議いただいております。

２．取締役（監査等委員）の報酬限度額は、2015年６月19日開催の定時株主総会において年額35百万
円以内と決議いただいております。

３．上記には2017年６月23日付で退任した常勤監査等委員１名が含まれております。
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（4）社外役員に関する事項
① 他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該法人等との関係

　

区分 氏名 兼職先 兼職内容 当該他の法人等との関係

取 締 役
（監査等委員でない） 安武 弘晃

カーディナル
合同会社 代表社員 当社とカーディナル合同会社との間に重

要な取引その他の関係はありません。

Junify
Corporation

Co-founder and
CSO

当社とJunify Corporationとの間に重
要な取引その他の関係はありません。

取 締 役
（常勤監査等委員） 佐々木 英之

取 締 役
（監査等委員） 高山 健 株式会社

メタップス 社外取締役 当社と株式会社メタップスとの間に重要
な取引その他の関係はありません。

取 締 役
（監査等委員） 三浦 亮太 森・濱田松本

法律事務所 パートナー
森・濱田松本法律事務所と当社は法律相
談などに関して年間おおよそ600万円の
支払い実績があります。

取 締 役
（監査等委員） 杉原 章郎

楽天株式会社 常務執行役員

楽天株式会社は、当社とはシステム開発
の受託などの取引がありますが、同社グ
ループに対する売上高は、当期における
連結売上高の３％以下です。また、取引
条件も他社との取引条件と同等です。

楽天ソシオビジネス
株式会社 代表取締役社長

当社と楽天ソシオビジネス株式会社との
間に重要な取引その他の関係はありませ
ん。
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② 主要取引先等特定関係事業者との関係
　特に重要なものはありません。

　
③ 主な活動状況

　

区 分 氏 名 主 な 活 動 状 況

取 締 役
（監査等委員でない） 安武 弘晃

当該年度に開催された取締役会14回のうち14回全てに出席し、主にイ
ンターネット事業並びにシステム開発分野に関する幅広い知見と豊富な
経験に基づき、適宜質問し意見を述べております。

取 締 役
（常勤監査等委員） 佐々木 英之

就任以降に開催された取締役会11回のうち11回全てに出席し、また監
査等委員会10回のうち10回全てに出席し、主に企業経営、内部統制並
びに財務及び会計に関する幅広い知見と豊富な経験に基づき、適宜質問
し意見を述べております。

取 締 役
（監 査 等 委 員） 高山 健

当該年度に開催された取締役会14回のうち14回全てに出席し、また監
査等委員会12回のうち12回全てに出席し、主に企業経営並びに財務及
び会計に関する幅広い知見と豊富な経験に基づき、適宜質問し意見を述
べております。

取 締 役
（監 査 等 委 員） 三浦 亮太

当該年度に開催された取締役会14回のうち13回に出席し、また監査等
委員会12回のうち11回に出席し、主に弁護士として企業法務に関する
専門的な見地から、適宜質問し意見を述べております。

取 締 役
（監 査 等 委 員） 杉原 章郎

当該年度に開催された取締役会14回のうち12回に出席し、また監査等
委員会12回のうち11回に出席し、主にインターネット事業、システム
開発分野並びに人材採用及び育成の人事分野に関する幅広い知見と豊富
な経験に基づき、適宜質問し意見を述べております。

（注）書面決議による取締役会の回数は除いております。

④ 当社の子会社から当事業年度の役員として受けた報酬等の額
　該当する事項はありません。

　

宝印刷株式会社 2018年05月23日 17時40分 $FOLDER; 20ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



― 21 ―

５．会計監査人の状況
（1）会計監査人の名称
　有限責任 あずさ監査法人

　
（2）当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
　

当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額 27,000千円

当社及び当社の子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 32,500千円
　

（注）１．会計監査人の報酬等に監査等委員会が同意した理由
当社監査等委員会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指針」を踏ま
え、監査項目別監査時間及び監査報酬の推移並びに過年度の監査計画と実績の状況を確認し、当事業
年度の監査時間及び報酬額の妥当性を検討した結果、会計監査人の報酬等につき、会社法第399条第
１項の同意を行っております。

２．会計監査人の解任または不再任の決定の方針
当社監査等委員会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場合
に株主総会に提出する会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定いたします。
また、監査等委員会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号のいずれかに該当すると認められる
場合に、監査等委員全員の同意に基づき会計監査人を解任いたします。この場合、監査等委員会が選
定した監査等委員は、解任後最初に招集される株主総会において、会計監査人を解任した旨と解任の
理由を報告いたします。

３．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の
監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当該事業年度に係る報酬
等の額にはこれらの合計額を記載しております。

　
（3）非監査業務の内容
　該当する事項はありません。
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６．会社の体制及び方針
（1）取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の業

務並びに当該会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するための体制
　当社は、取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他
会社の業務並びに当該会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するための
体制の整備の基本方針として、取締役会において以下のとおり決議しております。

　
a．当社の取締役及び使用人並びに当社子会社の取締役等及び使用人の職務の執行が法令及び
定款に適合することを確保するための体制
① 当社は、「企業倫理ガイドライン」「コンプライアンス行動指針」「環境方針」「セキュリ
ティポリシー」「ソーシャルメディアポリシー」を定め、法令・定款・社内規程等の遵守に
つき、役員・従業員の行動基準を明確にする。
② 当社は、役員・従業員に対する教育・研修を定期的に行うことにより、上記ガイドライ
ン・行動指針等の周知徹底をはかるものとする。
③ 当社は、取締役（監査等委員を除く）及び各部署の日常的な業務執行状況の監査を実施
し、ガイドライン・行動指針等の遵守状況を確認する。
④ 当社は、従業員の経営への参画意識を高めるために、毎月１回社員全員参加の朝会を実
施し、社長が経営方針、事業の進捗状況等の説明を行い、全社レベルで意識の共有をはか
る。
⑤ 当社は、社会的秩序や企業の健全な活動に悪影響を与える反社会的勢力に対しては毅然
とした態度で臨み、その関係を一切遮断するものとする。
⑥ 当社は、関係会社管理規程により、当社常勤監査等委員の当社の監査に必要な範囲での
子会社に対する調査権及び報告請求権を定める。また、当社内部監査室は、直接又は子会
社の内部監査室を通じて、子会社に対する定期監査及び臨時監査を行う。
⑦ 当社は、当社及び子会社の役員・従業員が利用可能な内部通報制度を導入し、コンプラ
イアンス違反等に厳正に対処するものとする。

　
b．取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
① 当社は、「文書管理規程」に基づき、以下の文書（電磁的記録を含む）を関連資料とと
もに適切に保存及び管理（廃棄を含む）を行い、必要に応じて運用状況の検証、各規程の
見直しを行う。
・株主総会議事録
・取締役会議事録
・業務執行会議議事録
・税務署その他官公庁、証券取引所に提出した書類の写し
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・その他文書管理規程に定める文書
② 当社は、JIS Q 27001（ISMS）に適合した情報資産の管理に努めるものとする。
③ 当社は、子会社をして、当社に準ずる仕組みを導入させることにより、適切な文書の保
存及び管理（破棄を含む）を実現する。

　
c．当社及び当社子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
① 当社は、「危機管理規程」を定め、それを子会社に共有することにより、当社及び子会
社の危機管理体制を構築し、損失の危険を含めた危機の未然防止に努めるとともに、危機
が発生・発見された場合には、対策本部を設置する等、被害回避及び被害拡大防止に努め
るものとする。また、当社及び子会社は、同規程に基づき、事業継続計画を策定し、事業
継続上のリスクを認識し、対策を実行することにより、リスクのミニマイズに努めるもの
とする。
② 当社は、JIS Q 27001（ISMS）の認定を取得し、その維持・改善活動を通じて、情報
セキュリティ及び個人情報保護に起因する損失のリスクに対する基準に適合した管理・運
用に努めるものとする。また、当社は、必要性を判断の上、子会社をして、JIS Q 27001
（ISMS）、またはプライバシー・マークの認定を取得させることにより、当社に準じた情報
セキュリティ体制を構築するものとする。
③ 当社は、社長直属の部署である内部監査室により、当社及び子会社の各部署の日常的な
業務執行状況に係る内部統制システム監査を実施し、損失の危険に繋がるリスクの洗い出
し、リスクに対する評価をするとともにリスク対応状況を確認する。尚、子会社に内部監
査室が存在する場合、当社内部統制委員会の承認を以って、当社の子会社における内部統
制システム監査の評価業務の一部又は全部を子会社の内部監査室に委任することができる。

　
d．当社の取締役及び当社子会社の取締役等の職務の執行が効率的に行われることを確保する
ための体制
① 当社は、執行役員制度をとることにより取締役会をスリム化し、「取締役会規則」に則
り、経営の意思決定を迅速かつ効率的に行えるようにする。取締役会は毎月1回定例会議を
行い、必要に応じて臨時の会議を招集する。
② 当社は、「業務執行会議規程」に則り、常勤取締役・常勤監査等委員・執行役員・事業
部長等によって構成される業務執行会議を設置し、業務執行に関する課題について協議す
るとともに、取締役会に付議すべき重要事項を検討し、取締役会および代表取締役社長に
答申する。業務執行会議は毎月1回定例会議を行い、必要に応じて臨時の会議を招集する。
③ 当社は、事業の効率性を追求するため、内部統制システムの継続的な整備と業務プロセ
スの改革を推進する。
④ 当社は主要な子会社に役員を派遣し、当該子会社の取締役会において、取締役の職務の
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執行が効率的に行われることを確保するための体制が整備され、かつ有効に運用されてい
るかチェックし、改善の必要があると判断される場合は、取締役または取締役会に要請す
るものとする。

　
e．当社子会社の取締役等の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制その他の当社
及び当社子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
① 本基本方針に則り、当社は、会社の規模及び事業内容に適した内部統制システムを構築
し、運用・評価を実施するとともに、子会社における内部統制システムの構築・運用につ
いての評価を実施する。
② 評価実務は当社内部監査室、当社内部統制委員会が承認した場合、子会社内部監査室が
行う。
③ 当社は主要な子会社に役員を派遣し、子会社の役員会を通じ、子会社の事業状況並びに
財務状況を把握し、当社の取締役会や業務執行会議において、派遣した役員又は子会社の
役員より、子会社の事業状況並びに財務状況の報告を受けるとともに、重要事項について
は協議を行う。
④ 当社は、関係会社管理規程により、事前承認事項・事前事後報告事項を定め、子会社に
対し、その遵守を義務付ける。

　
f．当社の監査等委員会の職務を補助すべき取締役及び使用人に関する事項
　監査等委員会より補助人を置くことを求められた場合には、内部監査室の所属員に監査
等委員会の職務の補助を委嘱するものとする。

　
g．前号の取締役及び使用人の当社の他の取締役（監査等委員を除く）からの独立性に関する
事項及び当社の監査等委員会の当該取締役及び使用人に対する指示の実効性の確保に関す
る事項
　上記の補助者の人事異動・懲戒処分には、監査等委員会の承認を得なければならないも
のとする。また人事評価は、監査等委員会の意見を聴取の上、行うものとする。監査等委
員会が指定する補助すべき期間中は、指名された使用人の補助業務に関する指揮権は監査
等委員会が有し、取締役の指揮命令は受けないものとする。

　
h．当社の監査等委員会への報告に関する体制
① 当社常勤監査等委員は、当社及び子会社における経営の意思決定や業務執行の状況を把
握するため、取締役会、業務執行会議、内部統制委員会及びグループ社長会等の重要な会
議に出席する。取締役（監査等委員を除く）・執行役員は、上記の会議、あるいは日常業務
を通じて、常勤監査等委員に対し必要な報告を行う。また、常勤監査等委員は、稟議書等
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の業務執行に関わる書類等の閲覧を行い、必要に応じ役員・従業員に説明を求めるものと
する。常勤監査等委員は、監査等委員会又は適切な手段で適時非常勤監査等委員に必要な
報告を行う。
② 当社は、関係会社管理規程により、事前承認事項・事前事後報告事項を定め、子会社に
対し、その遵守を義務付ける。子会社から報告を受けた部署の責任者は、適時、当社監査
等委員会に報告するものとする。なお、当該報告が常勤監査等委員のみに行われた場合、
常勤監査等委員は、監査等委員会又は適切な手段で適時非常勤監査等委員に必要な報告を
行う。
③ 監査等委員会は、監査等委員会への報告者が当該報告をしたことを理由として不当な取
り扱いを受けることがないよう、監視し、必要に応じて取締役会に対して改善等を求める。

　
i．その他当社の監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制
① 監査等委員会、内部監査室、監査法人による三様監査の連携強化を推進する。また、監
査等委員会は、代表取締役社長、監査法人と、それぞれ定期的に意見交換を実施する。
② 当社は、グループ全体の監査の実効性を高めるために定期的なグループ監査役連絡会を
設置し、連絡会を通じて、当社の監査等委員会及び子会社の監査役が情報交換及び意見交
換を行い、企業集団としての監査業務の充実を図り、リスクマネジメントに貢献し、守り
の面から経営に寄与するよう努める。グループ監査役連絡会は、四半期に１回定期会議を
行い、必要に応じて臨時の会議を招集する。
③ 監査等委員が職務の執行（監査等委員会の職務の執行に関するものに限る）上必要な費
用については、期初に予算化するとともに、予算化された以外に職務の執行上必要な費用
が生じた場合は、都度前払又は事後請求できるものとする。

　
（2）業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
　取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の業
務並びに当該会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するための体制の運
用状況の概要は以下のとおりであります。
① 内部統制システムの整備・運用に関する取組み
　当社及び子会社の内部監査室が分担し、グループ全体の内部統制システムの整備・運用状
況を評価し、必要な改善事項を摘出しております。
　評価結果は、当社及び子会社の内部監査担当者にて構成する内部監査グループ定例会にお
いて共有するとともに当社及び子会社の内部統制委員会に報告され、承認しております。承
認された評価結果に基づき、被評価部門に対し改善の指示が出され、改善が完了するまで内
部監査室がモニタリングしております。
　なお、内部統制委員会には常勤の監査等委員である取締役が委員として出席しており、評
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価結果及び改善状況に関する情報を収集し、監査等委員会に報告しております。
② コンプライアンス
　当社は、コンプライアンス委員会及び情報セキュリティ委員会が主体となり、法令・定
款・社内規定等の理解を深め、法令遵守の意識を高めるために当社および子会社の役員及び
従業員に対し、その職制、職務等に応じたコンプライアンスに関する教育を定期的に実施し
ております。
③ リスク管理体制
　当社は、情報セキュリティ委員会が主体となり、情報セキュリティに関する年度計画を立
案し、その計画に基づいた活動を実施しております。情報資産の把握からリスク分析及びリ
スクに対する対策実施、結果レビューによる改善計画立案まで一連のサイクルを実施し、そ
の計画や進捗状況、結果に関して定期的に情報セキュリティ委員会で共有し、また経営層へ
も報告をしております。

　
（3）株式会社の支配に関する基本方針
　該当事項はありません。

　
（4）剰余金の配当等の決定に関する方針
　当社は、株主価値の向上の一環として株主に対する利益還元を重要課題と位置付けており
ます。利益配分に関する基本方針は、株主への利益還元と内部留保充実のバランスを総合的
に判断し、決定しております。
　配当政策としては、期末業績における連結での配当性向20％以上を基本方針としておりま
す。
2018年３月期の配当は、当期の業績予想を加味し１株につき18円とすることを2017年５
月９日開催の取締役会で決議いたしましたが、更なる配当金額の引き上げをし１株につき20
円とすることを2018年４月25日開催の取締役会で決議いたしました。
　2019年３月期につきましては１株につき23円とする予定です。
　
　
　
　
　

（注）本事業報告中の記載金額は、表示単位未満の端数を切捨て表示しております。
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連 結 貸 借 対 照 表
（2018年３月31日現在）

（単位：千円）　
資 産 の 部 負 債 の 部
科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
受 取 手 形 及 び 売 掛 金
た な 卸 資 産
前 払 保 守 料
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
工 具、 器 具 及 び 備 品
リ ー ス 資 産
無 形 固 定 資 産
の れ ん
ソ フ ト ウ エ ア
そ の 他
投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

14,899,961
6,097,684
4,449,481
239,032
3,304,881
271,847
539,673
△2,639

3,726,635
1,072,717
113,470
267,394
691,853
1,218,415
22,125
904,539
291,750
1,435,502
417,174
280,221
749,955
△11,848

流 動 負 債 9,489,677
買 掛 金 1,208,663
短 期 借 入 金 450,000
1年内返済予定の長期借入金 300,000
リ ー ス 債 務 200,839
未 払 法 人 税 等 419,467
前 受 保 守 料 4,948,404
賞 与 引 当 金 493,675
工 事 損 失 引 当 金 5,806
そ の 他 1,462,820

固 定 負 債 3,163,550
長 期 借 入 金 1,450,000
リ ー ス 債 務 554,579
執行役員退職慰労引当金 56,705
退 職 給 付 に 係 る 負 債 1,019,787
そ の 他 82,478

負 債 合 計 12,653,228
純 資 産 の 部

株 主 資 本 5,898,778
資 本 金 1,298,120
資 本 剰 余 金 1,252,888
利 益 剰 余 金 6,474,288
自 己 株 式 △3,126,518
そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額 △2,916
その他有価証券評価差額金 98,921
退職給付に係る調整累計額 △101,837
新 株 予 約 権 33,135
非 支 配 株 主 持 分 44,370
純 資 産 合 計 5,973,368

資 産 合 計 18,626,597 負 債 及 び 純 資 産 合 計 18,626,597
　

（注）記載金額は表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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連 結 損 益 計 算 書
（自 2017

至 2018
年
年
４
３
月
月
１
31
日
日）

（単位：千円）
　

科 目 金 額
売 上 高 23,512,027
売 上 原 価 15,425,084
売 上 総 利 益 8,086,943
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 6,184,188
営 業 利 益 1,902,755
営 業 外 収 益
受 取 利 息 329
受 取 配 当 金 2,247
助 成 金 収 入 19,231
投 資 事 業 組 合 運 用 益 149,490
そ の 他 17,577 188,875
営 業 外 費 用
支 払 利 息 25,724
支 払 補 償 費 5,518
そ の 他 5,537 36,780
経 常 利 益 2,054,850
特 別 損 失
固 定 資 産 除 却 損 1,366
投 資 有 価 証 券 評 価 損 28,606
関 係 会 社 出 資 金 評 価 損 44,007
組 織 再 編 関 連 費 用 14,852
そ の 他 502 89,334
税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 1,965,516
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 654,504
法 人 税 等 調 整 額 △16,771 637,732
当 期 純 利 益 1,327,783
非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 19,548
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 1,308,234

　

（注）記載金額は表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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連結株主資本等変動計算書
（自 2017

至 2018
年
年
４
３
月
月
１
31
日
日）

（単位：千円）
　

株主資本
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当 期 首 残 高 1,298,120 1,252,223 5,426,604 △3,126,973 4,849,974
当期変動額
剰余金の配当 － － △260,551 － △260,551
親会社株主に帰属
する当期純利益 － － 1,308,234 － 1,308,234

自己株式の取得 － － － △52 △52
自己株式の処分 － 665 － 507 1,173
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） － － － － －

当期変動額合計 － 665 1,047,683 455 1,048,804
当 期 末 残 高 1,298,120 1,252,888 6,474,288 △3,126,518 5,898,778
　

その他の包括利益累計額
新株予約権 非支配

株主持分 純資産合計その他
有価証券
評価差額金

退職給付に係
る調整累計額

その他の包括
利益累計額
合計

当 期 首 残 高 68,719 △104,765 △36,046 14,758 24,822 4,853,508
当期変動額
剰余金の配当 － － － － － △260,551
親会社株主に帰属
する当期純利益 － － － － － 1,308,234

自己株式の取得 － － － － － △52
自己株式の処分 － － － － － 1,173
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 30,201 2,928 33,130 18,377 19,548 71,055

当期変動額合計 30,201 2,928 33,130 18,377 19,548 1,119,860
当 期 末 残 高 98,921 △101,837 △2,916 33,135 44,370 5,973,368

　

（注）記載金額は表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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貸 借 対 照 表
（2018年３月31日現在）

（単位：千円）
　

資 産 の 部 負 債 の 部
科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
受 取 手 形
売 掛 金
商 品 及 び 製 品
仕 掛 品
前 渡 金
前 払 保 守 料
前 払 費 用
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金
固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
工 具、 器 具 及 び 備 品
リ ー ス 資 産
無 形 固 定 資 産
ソ フ ト ウ エ ア
ソ フ ト ウ エ ア 仮 勘 定
特 許 権
商 標 権
そ の 他
投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
その他の関係会社有価証券
関 係 会 社 出 資 金
長 期 前 払 費 用
繰 延 税 金 資 産
そ の 他

11,529,766
3,719,315

8,570
3,726,736
99,386
41,036
70,795

3,318,334
265,845
175,880
106,476
△2,612

5,133,092
778,965
70,673
163,464
544,827
1,159,507
869,493
288,451

661
901
0

3,194,618
397,457
1,779,041
142,500
33,746
254,015
224,845
363,012

流 動 負 債 8,067,429
買 掛 金 968,491
短 期 借 入 金 350,000
1年内返済予定の長期借入金 300,000
未 払 金 236,607
未 払 費 用 434,089
リ ー ス 債 務 164,127
未 払 法 人 税 等 295,054
前 受 金 241,008
前 受 保 守 料 4,609,357
預 り 金 25,817
前 受 収 益 2,555
賞 与 引 当 金 249,760
工 事 損 失 引 当 金 4,417
そ の 他 186,143
固 定 負 債 2,876,478
長 期 借 入 金 1,450,000
退 職 給 付 引 当 金 866,638
執 行 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 56,705
リ ー ス 債 務 437,417
そ の 他 65,716
負 債 合 計 10,943,908

純 資 産 の 部
株 主 資 本 5,585,930
資 本 金 1,298,120
資 本 剰 余 金 1,448,124
資 本 準 備 金 1,405,350
そ の 他 資 本 剰 余 金 42,774
利 益 剰 余 金 5,966,203
利 益 準 備 金 3,204
そ の 他 利 益 剰 余 金 5,962,999
繰 越 利 益 剰 余 金 5,962,999

自 己 株 式 △3,126,518
評 価 ・ 換 算 差 額 等 99,884
その他有価証券評価差額金 99,884
新 株 予 約 権 33,135
純 資 産 合 計 5,718,950

資 産 合 計 16,662,858 負 債 及 び 純 資 産 合 計 16,662,858
　

（注）記載金額は表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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損 益 計 算 書
（自 2017

至 2018
年
年
４
３
月
月
１
31
日
日）

（単位：千円）
　

科 目 金 額
売 上 高 18,216,713
売 上 原 価 12,118,388
売 上 総 利 益 6,098,324
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 4,580,486
営 業 利 益 1,517,838
営 業 外 収 益
受 取 利 息 129
受 取 配 当 金 2,247
為 替 差 益 10,710
そ の 他 8,804 21,890
営 業 外 費 用
支 払 利 息 21,411
支 払 補 償 費 5,518
そ の 他 4,742 31,672
経 常 利 益 1,508,056
特 別 損 失
固 定 資 産 除 却 損 1,090
関 係 会 社 出 資 金 評 価 損 44,007
組 織 再 編 関 連 費 用 14,852
そ の 他 502 60,452
税 引 前 当 期 純 利 益 1,447,603
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 469,719
法 人 税 等 調 整 額 △14,161 455,558
当 期 純 利 益 992,045

　

（注）記載金額は表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書
（自 2017

至 2018
年
年
４
３
月
月
１
31
日
日）

（単位：千円）
　

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 その他
資本剰余金

資本剰余金
合 計 利益準備金

そ の 他
利益剰余金 利益剰余金

合 計繰越利益
剰余金

当 期 首 残 高 1,298,120 1,405,350 42,109 1,447,459 3,204 5,231,504 5,234,708
当期変動額
剰余金の配当 － － － － － △260,551 △260,551
当期純利益 － － － － － 992,045 992,045
自己株式の取得 － － － － － － －
自己株式の処分 － － 665 665 － － －
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） － － － － － － －

当期変動額合計 － － 665 665 － 731,494 731,494
当 期 末 残 高 1,298,120 1,405,350 42,774 1,448,124 3,204 5,962,999 5,966,203
　

株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
自己株式 株主資本合計 その他有価証券

評価差額金

当 期 首 残 高 △3,126,973 4,853,315 71,802 14,758 4,939,875
当期変動額
剰余金の配当 － △260,551 － － △260,551
当期純利益 － 992,045 － － 992,045
自己株式の取得 △52 △52 － － △52
自己株式の処分 507 1,173 － － 1,173
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） － － 28,082 18,377 46,459

当期変動額合計 455 732,615 28,082 18,377 779,074
当 期 末 残 高 △3,126,518 5,585,930 99,884 33,135 5,718,950

　

（注）記載金額は表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書 謄本
　

独立監査人の監査報告書
2018年５月15日

テクマトリックス株式会社
　取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 薊 和 彦 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 新 井 浩 次 ㊞

　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、テクマトリックス株式会社の2017年４月１日から2018年３月
31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び
連結注記表について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表
示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経
営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明すること
にある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準
は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定
し、これに基づき監査を実施することを求めている。
監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監
査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用され
る。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に
際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討す
る。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全
体としての連結計算書類の表示を検討することが含まれる。
当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、テクマ
トリックス株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重
要な点において適正に表示しているものと認める。

強調事項
重要な後発事象に関する注記に記載されているとおり、会社は、2018年４月１日付で、会社の医療システム事業を簡易
吸収分割により株式会社NOBORIへ承継した。また、2018年４月19日付で株式会社NOBORIが第三者割当増資を実施
し、三井物産株式会社が引受した。
当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　 以 上
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会計監査人の監査報告書 謄本
　

独立監査人の監査報告書
2018年５月15日

テクマトリックス株式会社
　取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 薊 和 彦 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 新 井 浩 次 ㊞

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、テクマトリックス株式会社の2017年４月１日から2018
年３月31日までの第34期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注
記表並びにその附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及びその附属明細書を
作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明細書に対する意見
を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行っ
た。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を
得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監
査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価
に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査
法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作
成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経
営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準
拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示して
いるものと認める。

強調事項
重要な後発事象に関する注記に記載されているとおり、会社は、2018年４月１日付で、会社の医療システム事業を簡易
吸収分割により株式会社NOBORIへ承継した。また、2018年４月19日付で株式会社NOBORIが第三者割当増資を実施
し、三井物産株式会社が引受した。
当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査等委員会の監査報告書 謄本
　

監 査 報 告 書

　当監査等委員会は、2017年4月1日から2018年3月31日までの第34期事業年度における取締役の職務の
執行について監査いたしました。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。
　
１． 監査の方法及びその内容
　監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議の内容並
びに当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について取締役及び使用人等からその構築
及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明するとともに、下記の
方法で監査を実施しました。
① 監査等委員会が定めた監査等委員会監査等基準に準拠し、監査の方針、監査計画、職務の分担等に従い、
会社の内部監査部門その他内部統制所管部門と連携の上、重要な会議に出席し、取締役及び使用人等か
らその職務の執行に関する事項の報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類その他業務執
行に関する重要な書類等の内容、取締役の職務執行の状況、並びに会社の業務及び財産の状況を調査し
ました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必
要に応じて子会社に対し事業の報告を求め、その業務及び財産の状況を調査しました。

② 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、
会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計
監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲
げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備して
いる旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計
算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、
連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。
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２． 監査の結果
（1）事業報告等の監査結果

一 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認
めます。

二 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められ
ません。

三 内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めます。
また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、
指摘すべき事項は認められません。

（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果
　会計監査人 有限責任あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（3）連結計算書類の監査結果
　会計監査人 有限責任あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

　
2018年5月18日

　
テクマトリックス株式会社 監査等委員会

監査等委員（常勤） 佐々木 英 之 ㊞
監査等委員 高 山 健 ㊞
監査等委員 三 浦 亮 太 ㊞
監査等委員 杉 原 章 郎 ㊞

　
　
（注）監査等委員佐々木英之、高山健、三浦亮太及び杉原章郎は、会社法第２条第15号及び第331条第６項

に規定する社外取締役であります。
　

以 上
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株主総会参考書類
議案及び参考事項
　 議案 取締役（監査等委員である取締役を除く）５名選任の件
　
　取締役（監査等委員である取締役を除きます。以下、本議案において同じです。）全員
（５名）は、本定時株主総会終結の時をもって任期満了となります。つきましては、取締役
５名の選任をお願いするものであります。
　なお、監査等委員会から、監査等委員会が定めた「監査等委員でない取締役の選任もしく
は解任または辞任について株主総会において述べる意見の決定の方針」に基づき、各候補者
に関する当事業年度における業務執行状況並びに業績等を踏まえ、各候補者は当社の取締役
として適任であるとの意見表明を受けております。
　取締役候補者は、次のとおりであります。

　

候補者
番 号 氏 名 現在の当社における地位及び担当

1 由　利
ゆ り

　 孝
たかし

再 任 代表取締役社長
最高執行役員

2 依　田　佳　久
よ だ よし ひさ

再 任
取締役
上席執行役員
アプリケーション・サービス事業部門長

3 矢　井　隆　晴
や い たか はる

再 任
取締役
上席執行役員
情報基盤事業部門長
ネットワークセキュリティ事業部長

4 鈴　木　猛　司
すず き たけ し

再 任
取締役
執行役員
アプリケーション・サービス副事業部門長
CRMソリューション事業部長

5 安　武　弘　晃
やす たけ ひろ あき 再 任

社 外
独 立

取締役
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日） 略歴、地位、担当または重要な兼職の状況

１

再任

由　利
ゆ り

　 孝
たかし

（1960年９月24日生）

所有する当社株式の数
156,900株

1983年 ４月 ニチメン株式会社（現 双日株式会社）入社
1987年 ６月 当社へ出向
1996年 ９月 当社アドバンストシステム営業部長
1998年 ３月 当社取締役
2000年 ３月 当社入社
2000年 ４月 当社代表取締役社長

FinancialCAD Corporation, Director（現任）
2004年 ７月 当社代表取締役社長最高執行役員（現任）
2007年 ８月 合同会社医知悟業務執行社員
2007年 ９月 クロス・ヘッド株式会社取締役（現任）
2009年 ８月 株式会社カサレアル取締役

取締役候補者とした理由
長年当社代表取締役社長を務め、事業環境を見極めた経営方針及び戦略により、当社の業績拡大を
推進してきました。当社経営全般に関する豊富な経験と卓越した知見を有しております。当社グル
ープのさらなる成長のために、引き続き取締役候補者として選任をお願いするものです。

２

再任

依　田　佳　久
よ だ よし ひさ

（1964年４月19日生）

所有する当社株式の数
98,500株

1987年 ４月 ニチメン株式会社（現 双日株式会社）入社
1990年 ３月 当社へ出向
2000年 ４月 当社入社アドバンストシステム営業部長
2001年 ６月 当社取締役アドバンストシステム営業部長
2004年 ７月 当社取締役執行役員アドバンストシステム営業部長
2005年 ７月 当社取締役執行役員医療システム事業部長
2012年 ６月 当社取締役上席執行役員医療システム事業部長
2017年 ４月 当社取締役上席執行役員アプリケーション・サービス事

業部門長 兼 医療システム事業部長
2017年 ４月 合同会社医知悟CEO
2018年 ４月 当社取締役上席執行役員アプリケーション・サービス事

業部門長（現任）
株式会社NOBORI代表取締役社長（現任）
合同会社医知悟CEO 兼 業務執行社員（現任）

取締役候補者とした理由
長年アプリケーション・サービス部門に関する事業を指揮し、医療システム事業の立ち上げと事業
拡大及び改革を牽引いたしました。当社経営全般に関する経験と卓越した知見を有しております。
当社グループのさらなる成長のために、引き続き取締役候補者として選任をお願いするものです。
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日） 略歴、地位、担当または重要な兼職の状況

３

再任

矢　井　隆　晴
や い たか はる

（1965年12月27日生）

所有する当社株式の数
62,500株

1988年 ４月 ニチメン株式会社（現 双日株式会社）入社
1993年 ６月 当社へ出向
2001年 ５月 当社入社
2005年 ７月 当社ネットワークインテグレーション営業部長
2007年10月 当社ネットワークセキュリティ営業本部長
2008年 ８月 当社ネットワークセキュリティ事業部長
2008年 ９月 クロス・ヘッド株式会社取締役
2009年 ６月 当社取締役執行役員ネットワークセキュリティ事業部長
2012年 ６月 当社取締役上席執行役員ネットワークセキュリティ事業

部長
2015年 ６月 クロス・ヘッド株式会社代表取締役副社長（現任）
2017年 ４月 当社取締役上席執行役員情報基盤事業部門長 兼 ネット

ワークセキュリティ事業部長（現任）

取締役候補者とした理由
長年ネットワークセキュリティに関する事業を指揮し、情報基盤事業部門の拡大と主力事業化を牽
引いたしました。当社経営全般に関する経験と卓越した知見を有しております。当社グループのさ
らなる成長のために、引き続き取締役候補者として選任をお願いするものです。

４

再任

鈴　木　猛　司
すず き たけ し

（1967年１月21日生）

所有する当社株式の数
40,000株

1989年 ４月 ニチメン株式会社（現 双日株式会社）入社
1992年 １月 当社へ出向
2000年 ４月 当社入社
2005年 ７月 アドバンストシステム営業部長
2007年10月 当社CRMソリューション事業部長
2009年 ６月 当社執行役員CRMソリューション事業部長
2016年 ６月 当社取締役執行役員CRMソリューション事業部長
2017年 ４月 当社取締役執行役員アプリケーション・サービス副事業

部門長 兼 CRMソリューション事業部長（現任）
2017年 ６月 株式会社カサレアル取締役（現任）

取締役候補者とした理由
長年CRMソリューション事業を指揮し、また執行役員を務め、同事業の拡大を牽引いたしました。
当社経営全般に関する経験と卓越した知見を有しております。当社グループのさらなる成長のため
に、引き続き取締役候補者として選任をお願いするものです。
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日） 略歴、地位、担当または重要な兼職の状況

５

再任 社外 独立

安　武　弘　晃
やす たけ ひろ あき

（1971年７月２日生）

所有する当社株式の数
0株

1997年 ４月 日本電信電話株式会社入社
1998年10月 楽天株式会社入社
2005年 ５月 同社執行役員
2007年 ３月 同社取締役執行役員
2007年 ４月 同社取締役常務執行役員
2010年 ６月 同社取締役常務執行役員DU副担当役員
2013年 ６月 当社取締役（現任）
2014年 １月 楽天株式会社取締役常務執行役員DU担当役員
2016年 １月 カーディナル合同会社代表社員（現任）
2016年 9 月 Junify Corporation, Co-founder and CSO（現任）

社外取締役候補者とした理由
インターネット事業並びにシステム開発分野に関する豊富な経験と卓越した知見から、当社の経営
に有効な助言及び意見をいただきたいため、引き続き社外取締役候補者として選任をお願いするも
のです。独立役員であります。

　

（注）１．各候補者と当社との間には特別な利害関係はありません。
２．安武 弘晃氏は社外取締役候補者であります。当社社外役員就任期間は、本定時株主総会終結の時を
もって５年となります。

３．安武 弘晃氏は、2016年１月10日まで楽天株式会社の取締役でありました。同社グループに対する
売上高は当社売上高に占める割合が相対的に小さく（当社連結売上高の３％以下）、同社の取引条件
も他社との取引条件と同等です。また、2015年８月21日に楽天株式会社が保有する当社普通株式
の大半を当社が自己株式として取得いたしました。これに伴い、楽天株式会社はその他の関係会社
ではなくなりました。

　
以上
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〈メ モ 欄〉
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国道１号

高輪テニスセンター
高輪ゴルフセンター

エプソン
品川アクア
スタジアム

アネックスタワー

イーストタワー
ウィング高輪

銀座→

東京→

横断歩道

新幹線　品川駅

高輪口

JR　品川駅

第一京浜国道(国道15号線)

京浜急行　品川駅
←横浜

←横浜

←渋谷・新宿
←羽田空港・横浜

←名古屋・新大阪

会場
品川プリンスホテル
メインタワー
10階「ムーンストーン10」

ウ
ィ
ン
グ
高
輪

ノ
ー
ス
タ
ワ
ー

ざ
く
ろ
坂

レ
イ
ン
ボ
ー
ロー
ド(

自
由
通
路)

　
　
　

株主総会会場ご案内図
　

東京都港区高輪四丁目10番30号
品川プリンスホテル メインタワー 10階
「ムーンストーン10」

　

　

　
交 通 の ご 案 内

最寄り駅：ＪＲ・京浜急行「品川駅」より徒歩２分
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